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　2012年9月より12月までBCG（The Boston Consulting Group）による病院の評価、今後の
方向性の示唆を受けました。この意義は湯浅先生が院長退職された後の病院の進むべき
道筋を示したものです。結論は私が想像していたことと大きくは異なってはいませんで
した。しかし結論に対して職員の誰もが納得する必要があり、この為BCGの役割は大き
かったと思います。私にとっては様々なデータを集積し、それを分析し、評価し、プレ
ゼンテーションをする一連の方法論をじかに見させていただいたことに意義がありまし
た。
　アメリカの著名な教育者ジョン・ホルトは「リーダーとは、周りを気にせず我が道を
行く人です。他の人が自分に付いてきているかどうかさえも気にしません。」と言ってい
ます。湯浅前院長の心の中を推し量ることはできません。「先見の明」において確かに組
織のトップでありました。今後限られた医療資源、超高齢化社会を迎え厳しい医療情勢
となりますが、先見性を発揮し間違いのない方向性を定めたいと考えます。これこそが
地域住民に対して病院の理念である、心のかよう安全で良質な医療を実践することにつ
ながり、ひいては「働きたい病院造り・治療を受けたい病院造り」に近づくことと考え
ます。
